	砺波市景観まちづくりの基準及び配慮事項（チェックシート）


届出者　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　主要用途　　　　　　　　　
種　類　□新築　□増築　□改築　□移転　□外観の修繕　□外観の模様替　□色彩の変更
· その他区域＜建築物＞

	項目
	景観まちづくりの基準
	配慮

した
	配慮

できなかった
	該当

しない
	適　否

	
	
	配慮事項
	
	
	
	

	位置・高さ
	山並みの眺望や水辺の連続性を阻害する場所など、主要な眺望点からの眺望を著しく損なうことのないよう位置や高さ、規模を工夫する。
	

	
	
	鉢伏山や三条山などの主要な眺望点から、散居景観の眺望を妨げるような場所への立地を避ける。
	□
	□
	□
	

	
	
	道路等の公共空間から見上げたとき、芹谷野段丘や庄東山地、立山連峰などの眺望をできる限り遮らないよう位置や高さ、規模を工夫する。
	□
	□
	□
	

	
	
	建築物はできる限り水辺から離すこととし、接する場合は水辺の自然等との調和を工夫する。
	□
	□
	□
	

	
	敷地内の歴史的な建築物や工作物、優れた樹木等を保存するほか、周辺の景観を損なうことのないよう配置等を工夫する。
	

	
	
	アズマダチ等の伝統的な家屋や屋敷林を保存するよう配置を工夫し、保存が難しい場合は家屋の移設や樹木の移植に努める。
	□
	□
	□
	

	
	
	歴史的な建築物や工作物、優れた樹木の近くに立地する場合は、周辺の景観を損なわない配置とする。
	□
	□
	□
	

	
	建築物の形態、まち並みの状況等に応じて、道路境界等からの後退距離を工夫するほか、壁面の位置がそろっている地域においては、まち並みを構成する建築物の壁面線などに配慮する。
	

	
	
	道路境界等からできる限り離して、ゆとりある空間を確保する。
	□
	□
	□
	

	
	
	建築物が連担する地域においては、統一感のある位置、高さ及び壁面線とする。
	□
	□
	□
	

	形態・意匠
	敷地内に複数の建築物等を設ける場合は、これらの建築物等が相互に調和し、全体としてまとまりのあるものとなるよう工夫する。
	

	
	
	屋根や外壁の形状、高さなどは、建築物等と調和を図る。
	□
	□
	□
	

	
	
	窓やひさしなどは共通した意匠を使用するとともに、その配置は建築物相互の調和を図る。
	□
	□
	□
	

	
	周辺の景観との調和を図るとともに、道路等の公共空間に面する部分は、歩行者等に圧迫感を与えることのないよう工夫する。
	

	
	
	建築物が連担する地域においては、軒高や屋根の形状をそろえるなど、まち並みの連続性を確保する。
	□
	□
	□
	

	
	
	公共空間に面する部分は、壁面のデザインや２階以上の階層部分の後退など形状を工夫する。
	□
	□
	□
	

	
	
	道路に面する部分は、緑地帯等を設けるなど壁面を後退させる。
	□
	□
	□
	

	
	
	[調和・市街地区域のみ]商業地においては、周辺との調和を図りつつ、シースルー化等で遮へい感の緩和を図るなど、ゆとりや開放感を確保した意匠を工夫する。
	□
	□
	□
	

	
	過剰な装飾を避け、屋外設備機器等を遮へいするほか、むやみに広告物等を設置しないなど、建築物自体がすっきりとまとまりのあるものとなるよう工夫する。
	

	
	
	丸みを帯びた屋根などの周辺景観になじまないデザイン、過度な装飾をできる限り避ける。
	□
	□
	□
	

	
	
	屋外設備機器は、公共空間側への設置をできる限り避ける。
	□
	□
	□
	

	
	
	屋外設備機器、屋外階段、ベランダ等の公共空間側への設置を控える。やむを得ず設置する場合は遮へいや囲いを施して建築物との一体感を確保する。
	□
	□
	□
	

	
	
	過度に突出した形態、壁面に対して過大な広告物の設置は避ける。
	□
	□
	□
	


	項目
	景観まちづくりの基準
	配慮

した
	配慮

できなかった
	該当

しない
	適　否

	
	
	配慮事項
	
	
	
	

	色彩・照明
	建築物の外観は、お薦めの色（マンセル表色系ｐ６１、ｐ６２に記載）を基調色とするなど、落ち着いた色彩により（調和・河川・丘陵）、周辺の景観と調和するよう工夫する。
	

	
	
	複数の色彩を使用する場合は、面積のバランスや明度差、彩度差を少なくする。
	□
	□
	□
	

	
	
	アクセントカラーとして対比的な色彩を使用する場合は、範囲や部位を検討し、周辺の景観を阻害しないよう配慮する。
	□
	□
	□
	

	
	
	敷地内に伝統的な家屋がある場合は、建築物相互の一体感が得られる色調とする。
	□
	□
	□
	

	
	
	周辺の建築物や自然景観と調和するよう、自然の素材の色を生かした色調とする。
	□
	□
	□
	

	
	
	できる限り外観に使用する色数を少なくする。
	□
	□
	□
	

	
	敷地内に複数の建築物等を設ける場合は、全体の色調をそろえるなど相互の色彩が調和するよう工夫する。
	

	
	
	複数の建築物等を設置する場合は、統一感のある色彩とする。
	□
	□
	□
	

	
	
	屋外設備機器等を露出して設置する場合は、建築物本体と調和するよう同じ色彩とするか同系色とし、明度差及び彩度差を少なくする。
	□
	□
	□
	

	
	建築物の外観に強調色を使用する場合は、その色彩や使用範囲、使用部位等の構成が建築物全体として調和し、周辺の景観とも調和するよう工夫する。
	

	
	
	強調色を使用することは、周辺の景観にインパクトを与えることから、事前に大きなサンプルなどで十分なシミュレーションを行う。
	□
	□
	□
	

	
	過度に明るい光や鮮やかな色の光が周囲に散乱しないよう、周辺の状況に応じて照明方法等を工夫するなど夜間の景観に配慮する。
	

	
	
	周辺の住宅や農地などに明るい光や鮮やかな光が散乱しないよう光源の種類、照明の位置、光量、遮光等を工夫する。
	□
	□
	□
	

	
	
	屋外照明は、光源が見えない間接光を用いるなど、柔らかく落ち着いた光とする。
	□
	□
	□
	

	
	
	点滅灯や動光などの動きのある光源は、できる限り設置を避ける。
	□
	□
	□
	

	素材
	耐久性があり、汚れにくいなど、維持管理が容易で経年による景観上の質の低下が少ない素材を使用するよう配慮する。
	

	
	
	景観の保全のため、維持管理が容易な素材を使用する。
	□
	□
	□
	

	
	
	素材の持つ風格がより持続し、景観上の質の低下が少ない素材を使用する。
	□
	□
	□
	

	
	
	経年による汚れ、破損、劣化などが少なく、耐久性、耐候性のある素材を使用する。
	□
	□
	□
	

	
	地域の優れた景観を特徴づける自然素材、伝統的素材等を景観づくりに生かすよう工夫する。
	

	
	
	敷地内に伝統的な家屋がある場合は、できる限り黒瓦や漆喰など伝統的素材を使用する。
	□
	□
	□
	

	
	
	石材や木材など経年変化により周囲になじみ、風格が生まれる自然素材を使用する。
	□
	□
	□
	

	
	反射性が高いなど、周辺から際立って見える素材の使用を避けるよう配慮する。
	

	
	
	反射や光沢のある素材の外観における使用は避けるほか、屋根に使用する場合は、部位の分割や向きの変化などを工夫する。
	□
	□
	□
	

	
	
	反射や光沢のある素材を使用する場合は、反射や光沢を抑える表面処理又は周辺から遮る工夫を施すほか、大規模な面を形成しないようにする。
	□
	□
	□
	

	
	
	太陽光発電パネルを設置する場合は、反射性の低いものを使用する。
	□
	□
	□
	


	項目
	景観まちづくりの基準
	配慮

した
	配慮

できなかった
	該当

しない
	適　否

	
	
	配慮事項
	
	
	
	

	敷地の緑化
	道路等の公共空間に面する部分に花壇等の設置や樹木を植栽するなど、周辺に潤いを与えるよう配慮する。
	

	
	
	生け垣などを敷地の周囲に設置する。
	□
	□
	□
	

	
	
	大規模な建築物の場合は、公共空間に面する部分に緩衝帯として中・高木となる樹木を植栽する。
	□
	□
	□
	

	
	
	植栽スペースが十分に取れない場合は、壁面緑化や緑のカーテン、ハンギングバスケットなど可能な方法を取り入れる。
	□
	□
	□
	

	
	敷地内の樹木や樹林は、できる限り保存又は移植を行い、敷地の緑化や建築物の修景に生かすよう工夫する。
	

	
	
	砺波市花と緑のまちづくり条例で保存樹に指定された樹木や樹林、優れた樹形の樹木など地域で親しまれている樹木は、保存又は移植を検討する。
	□
	□
	□
	

	
	
	樹木や樹林の伐採をする場合は、その面積を最小限とする。
	□
	□
	□
	

	
	
	樹木や樹林を伐採する場合は、新たな植栽に努める。
	□
	□
	□
	

	
	敷地内は、建築物の状況や地域の環境に適した樹種等でできる限り緑化するよう配慮する。
	

	
	
	周辺環境に潤いを与えるよう、樹高が異なる様々な樹種を選定する。
	□
	□
	□
	

	
	
	周囲の農地や道路に支障を与えないよう、植栽する場所などに配慮する。
	□
	□
	□
	

	その他
	屋外駐車場は、安全上及び防犯上支障のない範囲で周囲に生け垣等を設け、出入口の数や位置を工夫するなど、景観に与える影響を軽減するよう配慮する。
	

	
	
	屋外駐車場の外周は、積極的に緑化に努める。
	□
	□
	□
	

	
	
	植栽スペースが取れずフェンス等を設置する場合は、ツタ類をはわせるなど緑化等による修景方法を工夫する。
	□
	□
	□
	

	
	
	大規模な屋外駐車場は、駐車スペースが広がる単調な空間にならないよう緑地帯を設けるとともに、出入口の数は、できる限り少なくする。
	□
	□
	□
	

	
	敷地内の既存施設が景観を阻害している場合は、増築等に併せて周辺の景観と調和するよう配慮する。
	

	
	
	増築等に併せて既存施設の外観を改修するなど、周辺の景観との調和を図る。
	□
	□
	□
	

	
	
	景観を阻害している既存施設の周囲に余地がある場合は、植栽などで見えないよう遮へいする。
	□
	□
	□
	

	特に配慮した事項
	

	総合判定

適・否
	適　・　否


	砺波市景観まちづくりの基準及び配慮事項（チェックシート）


届出者　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　主要用途　　　　　　　　　
種　類　□新設　□増築　□改築　□移転　□外観の修繕　□外観の模様替　□色彩の変更
■ その他区域＜工作物＞
	項目
	景観まちづくりの基準
	配慮

した
	配慮

できなかった
	該当

しない
	適　否

	
	
	配慮事項
	
	
	
	

	位置・高さ
	山並みの眺望や水辺の連続性を阻害する場所など、主要な眺望点からの眺望を著しく損なうことのないよう位置や高さ、規模を工夫する。
	

	
	
	鉢伏山や三条山などの主要な眺望点から、散居景観の眺望を妨げるような場所への立地を避ける。
	□
	□
	□
	

	
	
	道路等の公共空間から見上げたとき、芹谷野段丘や庄東山地、立山連峰などの眺望をできる限り遮らないよう位置や高さ、規模を工夫する。
	□
	□
	□
	

	
	
	工作物はできる限り水辺から離すこととし、接する場合は水辺の自然等との調和を工夫する。
	□
	□
	□
	

	
	敷地内の歴史的な建築物や工作物、優れた樹木等を保存するほか、周辺の景観を損なうことのないよう配置等を工夫する。
	

	
	
	アズマダチ等の伝統的な家屋や屋敷林を保存するよう配置を工夫し、保存が難しい場合は家屋の移転や樹木の移植に努める。
	□
	□
	□
	

	
	
	歴史的な建築物や工作物、優れた樹木の近くに立地する場合は、周辺の景観を損なわない配置とする。
	□
	□
	□
	

	
	工作物の形態、まち並みの状況等に応じて、道路境界等からの後退距離を工夫するほか、壁面の位置がそろっている地域においては、まち並みを構成する建築物の壁面線などに配慮する。
	

	
	
	道路境界等からできる限り離して、ゆとりある空間を確保する。
	□
	□
	□
	

	
	
	建築物が連担する地域においては、統一感のある配置、高さ及び壁面線とする。
	□
	□
	□
	

	形態・意匠
	敷地内に複数の工作物等を設ける場合は、これらの工作物等が相互に調和し、全体としてまとまりのあるものとなるよう工夫する。
	

	
	
	周辺の敷地内にある複数の施設は、バランスや配置に偏りが生じることのないよう、全体的な景観の調和を図る。
	□
	□
	□
	

	
	
	建築物などに共通のデザインモチーフがある場合は、地域の特性を生かして調和を図る。
	□
	□
	□
	

	
	
	複数ある広告などは、雑然とした景観にしないようできる限りまとめた集合広告とする。
	□
	□
	□
	

	
	周辺の景観との調和を図るとともに、道路等の公共空間に面する部分は、歩行者等に圧迫感を与えることのないよう工夫する。
	

	
	
	建築物が連担する地域においては、形状をそろえるなどまち並みの連続性を確保する。
	□
	□
	□
	

	
	
	周辺の景観と調和するよう、共通する意匠等を参考とする。
	□
	□
	□
	

	
	使用部材数を抑え、設備配管等を遮へいするほか、むやみに広告物等を設置しないなど、工作物自体がすっきりとまとまりのあるものとなるよう工夫する。
	

	
	
	工作物を構成する部材の数を減らすほか、構造体を覆うなどしてシンプルな形態とする。
	□
	□
	□
	

	
	
	工作物に附属する配管や配線を集約し、目立たないよう遮へいする。
	□
	□
	□
	

	
	
	工作物本体に対して過大な広告物の設置は避ける。
	□
	□
	□
	


	項目
	景観まちづくりの基準
	配慮

した
	配慮

できなかった
	該当

しない
	適　否

	
	
	配慮事項
	
	
	
	

	色彩・照明
	工作物の外観は、お薦めの色（マンセル表色系ｐ６１、ｐ６２に記載）を基調色とするなど、落ち着いた色彩により（調和・河川・丘陵）、周辺の景観と調和するよう工夫する。
	

	
	
	複数の色彩を使用する場合は、面積のバランスや明度差、彩度差を少なくする。
	□
	□
	□
	

	
	
	アクセントカラーとして対比的な色彩を使用する場合は、範囲や部位を検討し、周辺の景観を阻害しないよう配慮する。
	□
	□
	□
	

	
	敷地内に複数の工作物等を設ける場合は、全体の色調をそろえるなど相互の色彩が調和するよう工夫する。
	

	
	
	複数の工作物等を設置する場合は、統一感のある色彩とする。
	□
	□
	□
	

	
	
	複数の工作物や附帯する屋外階段、配管等は、色彩を調和させるため、同じ色彩とするか同系色とし、明度差と彩度差を少なくする。
	□
	□
	□
	

	
	
	広告物等に高彩度の企業カラーを用いる場合は、使用面積を縮小するほか、彩度を低くしたり、地色と文字色を反転させたりする。
	□
	□
	□
	

	
	工作物の外観に強調色を使用する場合は、その色彩や使用範囲、使用部位等の構成が工作物全体として調和し、周辺の景観とも調和するよう工夫する。
	

	
	
	強調色を使用することは、周辺の景観にインパクトを与えることから、事前に大きなサンプルなどで十分なシミュレーションを行う。
	□
	□
	□
	

	
	過度に明るい光や鮮やかな色の光が周囲に散乱しないよう、周辺の状況に応じて照明方法等を工夫するなど夜間の景観に配慮する。
	

	
	
	周辺の住宅や農地などに明るい光や鮮やかな光が散乱しないよう光源の種類、照明の位置、光量、遮光等を工夫する。
	□
	□
	□
	

	
	
	屋外照明は、光源が見えない間接光を用いるなど、柔らかく落ち着いた光とする。
	□
	□
	□
	

	
	
	点滅灯や動光などの動きのある光源は、できる限り設置を避ける。
	□
	□
	□
	

	素　　材
	耐久性があり、汚れにくいなど、維持管理が容易で経年による景観上の質の低下が少ない素材を使用するよう配慮する。
	

	
	
	景観の保全のため、維持管理が容易な素材を使用する。
	□
	□
	□
	

	
	
	素材の持つ風格がより持続し、景観上の質の低下が少ない素材を使用する。
	□
	□
	□
	

	
	
	経年による汚れ、破損、劣化などが少なく、耐久性、耐候性のある素材を使用する。
	□
	□
	□
	

	
	地域の優れた景観を特徴づける自然素材、伝統的素材等を景観づくりに生かすよう工夫する。
	

	
	
	石材や木材など経年変化により周囲になじみ、風格が生まれる自然素材を使用する。
	□
	□
	□
	

	
	反射性が高いなど、周辺から際立って見える素材の使用を避けるよう配慮する。
	

	
	
	反射や光沢のある素材の外観における使用は避ける。
	□
	□
	□
	

	
	
	反射や光沢のある素材を使用する場合は、反射や光沢を抑える表面処理又は周辺から遮る工夫を施すほか、大規模な面を形成しないようにする。
	□
	□
	□
	

	
	
	太陽光発電パネルを設置する場合は、反射性の低いものを使用する。
	□
	□
	□
	

	敷地の緑化
	道路等の公共空間に面する部分に花壇等の設置や樹木を植栽するなど、周辺に潤いを与えるよう配慮する。
	

	
	
	生け垣などを敷地の周囲に設置する。
	□
	□
	□
	

	
	
	大規模な工作物の場合は、公共空間に面する部分に緩衝帯として中・高木となる樹木を植栽する。
	□
	□
	□
	

	
	敷地内の樹木や樹林は、できる限り保存又は移植を行い、敷地の緑化や工作物の修景に生かすよう工夫する。
	

	
	
	砺波市花と緑のまちづくり条例で保存樹に指定された樹木や樹林、優れた樹形の樹木など地域で親しまれている樹木は、保存又は移植を検討する。
	□
	□
	□
	

	
	
	樹木や樹林の伐採をする場合は、その面積を最小限とする。
	□
	□
	□
	

	
	
	樹木や樹林を伐採する場合は、新たな植栽に努める。
	□
	□
	□
	

	
	敷地内は、工作物の状況や地域の環境に適した樹種等でできる限り緑化するよう配慮する。
	

	
	
	周辺環境に潤いを与えるよう、樹高が異なる様々な樹種を選定する。
	□
	□
	□
	

	
	
	周囲の農地や道路に支障を与えないよう、植栽する場所などに配慮する。
	□
	□
	□
	

	その他
	屋外駐車場は、安全上及び防犯上支障のない範囲で周囲に生け垣等を設け、出入口の数や位置を工夫するなど、景観に与える影響を軽減するよう配慮する。
	

	
	
	屋外駐車場の外周は、積極的に緑化に努める。
	□
	□
	□
	

	
	
	植栽スペースが取れずフェンス等を設置する場合は、ツタ類をはわせるなど緑化等による修景方法を工夫する。
	□
	□
	□
	

	
	
	大規模な屋外駐車場は、駐車スペースが広がる単調な空間にならないよう緑地帯を設けるとともに、出入口の数は、できる限り少なくする。
	□
	□
	□
	

	
	敷地内の既存施設が景観を阻害している場合は、増築等に併せて周辺の景観と調和するよう配慮する。
	

	
	
	増築等に併せて既存施設の外観を改修するなど、周辺の景観との調和を図る。
	□
	□
	□
	

	
	
	景観を阻害している既存施設の周囲に余地がある場合は、植栽などで見えないよう遮へいする。
	□
	□
	□
	

	特に配慮した事項
	

	総合判定

適・否
	適　・　否


	砺波市景観まちづくりの基準及び配慮事項（チェックシート）


届出者　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　
■ その他区域<開発行為等> 
	項目
	景観形成基準
	配慮

した
	配慮

できなかった
	該当

しない
	適　否

	
	
	配慮事項
	
	
	
	

	開発行為等
	従来の地形をできる限り生かすよう工夫するとともに、大幅な地形の改変が必要な場合は、主要な眺望点からの眺望を著しく損なうことのないよう配慮する。
	

	
	
	実施に当たっては、砺波市開発指導要綱に基づくものとする。
	□
	□
	□
	

	
	
	周辺の景観との調和を図るため、切土高や盛土高をできる限り抑え、自然の地形を生かした造成計画とする。
	□
	□
	□
	

	
	
	公園や調整池などにおいては、周辺の景観や自然の植生に配慮し、動植物の生息環境の創出に努める。
	□
	□
	□
	

	
	のり面や擁壁は、規模を抑え、周囲の地形と滑らかに連続させるほか、自然素材等の仕上げや緑化を行うなど、周辺の景観と調和するよう工夫する。
	

	
	
	周辺の地形になじむよう、のり尻やのり肩を丸みのある形状（ラウンディング）とする。
	□
	□
	□
	

	
	
	やむを得ず大規模なのり面が生じる場合は、のり面を分割するなど工夫する。
	□
	□
	□
	

	
	
	圧迫感を感じさせる規模の擁壁や勾配の急なのり面が生じた場合は、擁壁際やのり尻の緑化など行う。
	□
	□
	□
	

	
	
	擁壁を設置する場合は、表面の仕上げを工夫したり、小低木等の植栽が可能な構造にしたりするなど工法を工夫する。
	□
	□
	□
	

	
	優れた樹木や樹林は、できる限り保存又は移植を行うほか、緑の生育環境を整え、地域の環境に適した樹種等で緑化するよう配慮する。
	

	
	
	良好な斜面林や大きな樹木等は、地域の景観を特徴づけるものとして保存に努める。
	□
	□
	□
	

	
	
	整備後の緑化を進めるため、できる限り耕土を存置して植栽帯の造成に使用する。
	□
	□
	□
	

	
	
	優れた樹木や樹林は、周辺の景観を特徴づけるアイストップとして保存又は移植し活用する。
	□
	□
	□
	

	特に配慮した事項
	

	総合判定

適・否
	適　・　否


	砺波市景観まちづくりの基準及び配慮事項（チェックシート）


届出者　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　
· その他区域<土地の開墾・土石の採取・鉱物の掘採その他の土地の形質の変更> 
	項目
	景観形成基準
	配慮

した
	配慮

できなかった
	該当

しない
	適　否

	
	
	配慮事項
	
	
	
	

	土地の開墾・土石の採取・鉱物の掘採
その他の土地の形質の変更
	地形の改変をできる限り小さくするとともに、のり面は規模を抑え、周囲の地形と滑らかに連続するよう工夫する。
	

	
	
	大規模な地形の変化を避けるため、時期や行為地を分割するなど、地形の改変面積を少なくする。
	□
	□
	□
	

	
	
	長大なのり面としないよう、のり面を分割する。
	□
	□
	□
	

	
	
	周囲の地形となじむよう、のり尻やのり肩を丸みのある形状（ラウンディング）とする。
	□
	□
	□
	

	
	植栽等で遮へいし、出入口を目立たない位置に設けるなど、周囲の道路から見えにくくするほか、主要な眺望点からの眺望を著しく損なうことのないよう配慮する。
	

	
	
	外周は緑化や耕土による盛土、自然素材などを用いて遮へいする。
	□
	□
	□
	

	
	
	内部が見通せる出入口は必要最小限とし、隣接する道路の交差点付近には出入口を設置しない。
	□
	□
	□
	

	
	
	[丘陵区域のみ]平野部から眺望できる位置での行為は、できる限り避ける。
	□
	□
	□
	

	
	掘採等が終了したところから、自然に近い緑の生育環境を整え、地域の環境に適した樹種等を用いるなど、速やかに緑が復元するよう工夫する。
	

	
	
	跡地の利用計画に緑化修景の事項を加え、行為が終了した箇所から速やかに緑化する。
	□
	□
	□
	

	
	
	のり面はできる限り緩やかな勾配とし、植物が生育しやすい環境を整えるなど、自然の植生が早く回復するよう工夫する。
	□
	□
	□
	

	特に配慮した事項
	

	総合判定

適・否
	適　・　否


	砺波市景観まちづくりの基準及び配慮事項（チェックシート）


届出者　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　
· その他区域<屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積> 
	項目
	景観形成基準
	配慮

した
	配慮

できなかった
	該当

しない
	適　否

	
	
	配慮事項
	
	
	
	

	屋外における土石、廃棄物、
再生資源その他の物件の堆積
	集積等は高さを抑え、整然と行うなど、すっきりと見えるよう工夫するほか、道路境界等から離すなど、歩行者等に圧迫感を与えることのないよう配慮する。
	

	
	
	物件は常に整然と堆積するほか、覆いをかけるなどの工夫を行う。
	□
	□
	□
	

	
	
	積み上げる高さは、できる限り抑える。
	□
	□
	□
	

	
	
	集積等の位置は、歩行者等に圧迫感を与えないよう、道路や隣地等からできる限り離す。
	□
	□
	□
	

	
	植栽等で遮へいし、出入口を目立たない位置に設けるなど、周囲の道路から見えにくくするほか、主要な眺望点からの眺望を著しく損なうことのないよう配慮する。
	

	
	
	外周を植栽や塀等で遮へいして、周辺の道路や隣地等から集積物が直接見えないよう工夫し、塀を設置する場合は、周囲の景観となじむような素材や色彩のものを使用する。
	□
	□
	□
	

	
	
	内部が見通せる行為地への出入口の数は必要最小限とし、視線が集まる道路の交差点付近や住宅前には設置しない。
	□
	□
	□
	

	特に配慮した事項
	

	総合判定

適・否
	適　・　否
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